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アジサイ咲く
麦秋の頃

表紙説明
　麦秋とは、陰暦四月の異称であり、梅雨や初夏のころを
指す。その時期が麦にとっての秋（収穫期）であることが
由来という。
　梅雨の風物詩といえばアジサイ（紫陽花）。島の梅雨入り
は珍しく４月末だったが、５月下旬には多彩なアジサイの
花が、雨に濡れながら咲いていた。
　梅雨がある日本の原産でアジサイ科アジサイ属の落葉低木。
　花言葉は「移り気」「高慢」「元気な女性」「無情」など多数。

6
本 町 は「 日 本 で
も っ と も 美 し い
村」連合に加盟し
ています。
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一
行
は
11
日
早
朝
に
フ
ェ

リ
ー
で
喜
界
入
り
。
ホ
テ

ル
で
朝
食
を
済
ま
せ
る
と
、

さ
っ
そ
く
３
グ
ル
ー
プ
に
分

係
者
や
町
内
の
医
療
・
福
祉
機
関
、
集

落
区
長
な
ど
多
数
が
参
加
し
た
。
町
保

健
事
業
の
現
場
に
立
つ
保
健
師
か
ら
は

「
住
民
の
実
際
の
生
活
を
見
て
、
感
じ

て
、
い
か
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
。

保
健
師
（
専
門
職
）
と
し
て
感
じ
た
こ

と
を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
。
同
僚
や
関
係
者
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
大
切
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

た
と
い
う
。

　

一
行
は
交
流
会
後
の
フ
ェ
リ
ー
で
島

を
後
に
し
て
、
文
字
ど
お
り
実
の
あ
る

実
習
を
終
え
た
。

　

学
生
ら
は
看
護
師
の
他
、
保
健
師
や

助
産
師
、
養
護
教
諭
な
ど
を
目
指
し
て

い
る
。
各
種
国
家
試
験
に
合
格
後
は
官

公
庁
や
保
健
所
、
病
院
、
福
祉
施
設
、

学
校
、
企
業
な
ど
に
勤
務
し
、
一
部
は

大
学
院
へ
進
む
と
い
う
。

　

参
加
者
ら
は
「
若
い
学
生
た
ち
と
語

り
合
い
元
気
を
も
ら
っ
た
。
ワ
ー
ゲ
ー

タ
ン
ド
ー
（
若
返
っ
た
よ
）」
な
ど
と

喜
ん
で
い
た
。

　

翌
日
以
降
も
、
同
公
民
館
で
あ
っ
た

い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
や
、
婦
人

会
が
振
る
舞
う
ソ
ー
メ
ン
で
昼
食
を
と

る
な
ど
し
た
。

　

上
嘉
鉄
や
小
野
津
を
訪
れ
た
グ
ル
ー

プ
も
、
公
民
館
や
お
年
寄
り
宅
で
交
流

を
深
め
な
が
ら
実
地
学
習
し
た
。

　

上
嘉
鉄
中
集
落
で
は
、
養
護
教
諭
志

望
の
池
崎
恵
里
奈
さ
ん
と
保
健
師
か
看

護
師
を
志
望
す
る
中
野
秋
津
さ
ん
が
、

お
年
寄
り
宅
な
ど
を
訪
問
し
た
。
二
人

は
「
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
や
普
段
の
生

活
ぶ
り
を
聞
い
た
。
老
人
会
や
壮
年
団

な
ど
に
参
加
し
、
気
力
・
体
力
と
も
元

か
れ
、
中
里
、
上
嘉
鉄
（
さ
ら
に
中
・
西
・

東
の
３
班
に
分
か
れ
た
）、
小
野
津
の

３
集
落
を
訪
問
し
た
。

　

中
里
集
落
を
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
、

　
　
　
　
　

同
集
落
新
公
民
館
で
挨
拶

　
　
　
　
　

会
を
し
た
。
参
加
し
た
集

　
　
　
　
　

落
民
と
互
い
に
自
己
紹
介

　
　
　
　
　

を
し
た
後
、
中
里
の
特
徴

　
　
　
　
　

や
名
所
旧
跡
、
歴
史
、
ソ
ー

　
　
　
　
　

メ
ン
ガ
ブ
ー
な
ど
の
独
特

　
　
　
　
　

な
文
化
な
ど
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　

質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。
さ

　
　
　
　
　

ら
に
集
落
民
を
交
え
て
５

　
　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

　
　
　
　
　

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず

　
　
　
　
　

色
い
ろ
な
話
し
で
交
流
を

　
　
　
　
　

深
め
な
が
ら
う
ち
解
け
て

　
　
　
　
　

い
た
。

　
　
　

気
な
方
が
多
く
、
楽
し
く
過
ご

　
　
　

さ
れ
て
い
る
。
集
落
内
で
声
を

　
　
　

か
け
合
っ
て
検
診
を
積
極
的
に

　
　
　

受
け
る
な
ど
、
地
域
の
縦
と
横

　
　
　

の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
」
と
声

　
　
　

を
揃
え
、「
押
し
つ
け
で
は
な

　
　
　

く
、
地
域
の
特
徴
や
実
情
に

　
　
　

合
っ
た
保
健
事
業
が
必
要
と
実

　
　
　

感
し
た
」
と
付
け
加
え
た
。

　
　
　
　

学
生
ら
は
実
習
の
合
間
に

　
　
　
『
よ
ん
よ
〜
り
喜
界
島
』（
政
井

　
　
　

平
進
代
表
）
の
案
内
な
ど
で
、

　
　
　

島
内
の
名
所
巡
り
も
し
た
と
い

　
　
　

う
。

　
　
　
　

最
終
日
と
な
る
14
日
夕
は
、

役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
発
表

会
が
あ
り
、
実
習
成
果
の
報
告
の
他
、

各
集
落
住
民
か
ら
の
感
想
な
ど
も
寄
せ

ら
れ
た
。
そ
の
日
の
夜
は
、
町
内
の
ホ

テ
ル
で
交
流
会
も
あ
り
、
福
祉
行
政
関

  

離
島
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で
実
習

鹿
児
島
大
学
保
健
学
科
の
学
生
ら
喜
界
島
を
訪
問

　

鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻
の
４
年
生
79
人
と
教
員

な
ど
７
人
は
、
５
月
11
日
か
ら
４
日
間
、「
離
島
地
域
看
護
学
実
習
」

と
し
て
喜
界
島
を
訪
れ
、
学
生
ら
は
離
島
に
お
け
る
老
人
な
ど
の
介
護

や
子
育
て
の
現
場
に
つ
い
て
実
地
学
習
し
た
。
指
導
す
る
波
多
野
浩
道

教
授
は
目
的
を「
昨
年
ま
で
は
カ
ケ
ロ
マ
島
だ
っ
た
が
、今
年
は
ム
チ
ャ

カ
ナ（
カ
ケ
ロ
マ
島
と
喜
界
島
を
舞
台
と
す
る
物
語
の
登
場
人
物
）に
引

か
れ
て
喜
界
島
を
選
ん
だ
。今
回
は
特
に
、ケ
ア
の
前
提
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
相
手
の
人
と
な
り
や
暮
ら
し

ぶ
り
を
、
よ
り
深
く
知
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
た
い
」
と
説
明
し
た
。

 公民館で個別に交流（上嘉鉄中）

学校帰りの児童に話しかける（小野津）

役場での発表会の様子

挨拶会の様子（中里）

「地域性を重視した取り組みの必要性を実感」
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喜界町には全国瞬時警報システム（Ｊ−ＡＬＥＲＴ）が入っています！

緊急サイレンが数秒流れた後に
○ミサイル攻撃の場合
　　｢ミサイル発射情報。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください｣
○津波警報が発令された場合
　　｢津波警報が発令されました。海岸付近の方は高台に避難してください｣

※喜界町では、6月28日（火）に全国瞬時警報システムの放送訓練を行います。実際に
　全島一斉放送が流れますのでご理解をお願いします。

　全国瞬時警報システムとは、外国から武力攻撃を受けた場合や強い地震の発生及び津波警報が
発令された場合などに、瞬時に防災行政無線放送で警報を流すシステムです。
　放送される自動音声は、以下のとおりです。

【問い合わせ】 
　喜界町役場　総務課　消防防災係
　電話 ６５−１１１１（代表）  

全国避難者情報システムにご協力下さい。
　東日本大震災により避難されている方は、避難先の市区町村へご自身の情
報をご提供下さい。避難前にお住まいの県や市区町村から様々なお知らせを
お届けできます。

○提供していただく情報
　・氏名　・生年月日　・性別　・避難前の住所
　・避難先 ( 避難所、個人宅等 ) の情報

○避難されている皆様が受けられる情報
　・税や保険料の減免、猶予、期限延長等のお知らせ　
　・見舞金等の各種給付のご連絡
　・国民健康保険証の再発行のおしらせなど

屋外スピーカー
喜界町役場

各家庭

人工衛星

消防庁

内閣官房

気象庁

ミサイル
攻　撃

地震情報
津波警報
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朝
日
酒
造
株
式
会
社
（
喜
禎
浩
之
社

長
）
で
は
、
焼
酎
の
原
料
の
ひ
と
つ
で

あ
る
米
麹
（
こ
め
こ
う
じ
）
用
の
米
も

自
社
で
つ
く
る
た
め
、
稲
作
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
同
社
で
は
、
原
料
で
あ
る

黒
糖
も
製
造
し
て
お
り
、
一
部
銘
柄
に

使
用
し
て
い
る
。

　

栽
培
す
る
の
は
水
稲
で
は
な
く
陸

稲
。
喜
界
島
に
も
昭
和
44
年
当
時
、
約

64
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
あ
っ
た
が
、

減
反
政
策
に
よ
る
畑
地
へ
の
転
換
に
よ

り
、
現
在
で
は
自
家
消
費
用
や
田
芋
栽

培
の
水
田
が
わ
ず
か
に
残
る
の
み
。

　

以
前
は
島
内
で
も
陸
稲
を
栽
培
し
て

い
た
と
い
う
が
、
当
時
の
記
録
は
な
く
、

島
の
気
候
風
土
に
適
し
た
品
種
や
播
種

（
種
籾
を
ま
く
）
の
適
期
な
ど
が
分
か

ら
な
い
た
め
、
喜
禎
さ
ん
は
、
超
早
場

米
で
知
ら
れ
る
鹿
児
島
県
の
農
業
担
当

職
員
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を

集
め
、
岐
阜
県
産
の
種
籾
３
キ
ロ
を
取

り
寄
せ
た
。

　

栽
培
は
ま
っ
た
く
の
手
探
り
状
態

で
、
種
籾
の
半
分
を
４
月
27
日
に
、
残

り
を
６
月
前
半
に
播
種
し
た
。
ま
た
、

播
く
間
隔
を
変
え
る
な
ど
工
夫
し
、
苗

を
取
る
た
め
ポ
ッ
ト
に
も
播
種
し
た
。

播
種
済
み
の
一
部
に
は
ネ
ッ
ト
や
ビ

ニ
ー
ル
を
被
せ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
順

調
に
生
長
し
て
い
る
と
い
う
。

  

喜
禎
さ
ん
は
「
普
段
使
っ
て
い
る
水

稲
で
は
な
い
の
で
予
想
し
に
く
い
が
、

島
の
素
晴
ら
し
い
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た

米
麹
を
使
え
ば
、
さ
ら
に
深
み
の
あ
る

焼
酎
が
で
き
る
の
で
は
。
当
社
の
喜
界

島
産
黒
糖
だ
け
を
使
っ
た
銘
柄
『
陽
出

る
國
の
銘
酒
』（
ひ
い
ず
る
し
ま
の
せ

え
）
に
、
ぜ
ひ
自
家
製
の
米
麹
も
使
い

た
い
。
無
事
に
米
が
収
穫
で
き
れ
ば
」

と
期
待
す
る
。

　

ま
た
喜
禎
さ
ん
は
、
米
麹
を
つ
く
る

た
め
に
必
要
な
コ
ウ
ジ
カ
ビ
や
ア
ル

コ
ー
ル
生
成
に
必
要
な
酵
母
の
研
究
も

「
将
来
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話
す
。

黒
糖
焼
酎
ま
め
知
識

　
奄
美
で
は
江
戸
初
期
か
ら
サ
ト
ウ
キ

ビ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
黒
糖
は
薩

摩
藩
へ
納
め
る
年
貢
品
で
あ
り
、
堂
々

と
黒
糖
酒
を
製
造
で
き
る
状
況
で
は
な

か
っ
た
。

　
明
治
か
ら
戦
前
に
も
細
々
と
黒
糖
酒

は
造
ら
れ
た
が
、
沖
縄
と
同
じ
く
泡
盛

が
主
流
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
ア
メ
リ
カ

統
治
下
は
日
本
国
内
に
出
荷
で
き
ず
、

余
っ
た
黒
糖
で
本
格
的
焼
酎
が
造
ら
れ

た
。

　
日
本
復
帰
後
、
酒
税
法
で
は
焼
酎
と

し
て
扱
わ
れ
ず
高
い
税
率
と
な
っ
た

が
、
島
民
が
「
庶
民
の
焼
酎
」
と
し
て

安
い
税
率
を
望
ん
だ
結
果
、
米
麹
を
使

用
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
大
島
税
務
署

管
内
（
奄
美
群
島
）
で
の
み
、
焼
酎
と

し
て
の
製
造
が
許
可
さ
れ
た
。

その1

シ
マ
の
話
題

朝
日
酒
造
が
陸
稲
を
試
験
栽
培

　
　
オ
ー
ル
喜
界
の
黒
糖
焼
酎
め
ざ
す

早中１年生２４人がトマトのケチャップづくり  −総合的学習の時間で−

こげないようにかき混ぜるのが大変

グラム単位で慎重にビン詰め

試行錯誤しながらも工夫して種籾ををまく

播種された陸稲の種籾

順調に生長する陸稲

　 早 町 中 学 校
（市來公洋校長）
の１年生 24 人

（ 男 子 ９ 人・ 女
子 15 人）は５
月 11 日、「島を
もっと知ろう」
を合言葉に総合
的学習の時間を

利用して、町内の各施設などを見学した。
　町農産物加工センターでは、島の特産品である

「桃太郎トマト」を使ってケチャップづくりをした。
　生徒らは除菌帽をかぶり、同センター職員から
桃太郎トマトの概要やケチャップのレシピ、製造
法を教えられながら初めてのケチャップづくりに
チャレンジした。
　蒸気にむせかえる調理室の中、約３時間の工程
で完成したケチャップを瓶詰めまで行い作業終了。

完成したケチャップは生徒らが持ち帰った。
　西村未来さんは「経験したことのないことば
かりで、とてもむずかしかったが、完成品を見
てうれしくなった。さっそく家でオムライスを
つくりたい」と話した。
　この日は他に、地下ダムや浄水場、下水処理
場などを視察し、町営農支援センターではトマ
トやパッションフルーツの交配体験などもした。
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・中里集落区長：野間昭夫（６５−１３８１）
・中里集落民生委員：福島正子（６５−００８９）、松村千佐子（６５−１３２１）

※生活保護世帯や障害者世帯などは、国が接続済みです。

　今年の７月24日から、テレビの電波が地上デジタル方式になり、いままでのアナログ方式
では、テレビを見ることができなくなります。７月24日以降もテレビを見るためには、新し
く地上デジタル対応テレビに替えるか、今まで使っているテレビに「地デジチューナー」を
接続しなければなりません。

① 地デジチューナーは、町民税の非課税世帯（ほとんどがお年寄り世帯）には、国から無償   
　で送られますので、「まだ国にチューナーを申請してない」「申請の方法がわからない」と
　いうお年寄は（もしくは、身の回りに、そのようなお年寄りがいたら）、下記までご連絡
　ください。中里の民生委員・まりろう会が、申請のお手伝いをします。

②「チューナーがあるけど、テレビに付ける方法が分から
　ない」というお年寄は、下記までご連絡ください。まり
　ろう会のメンバーが、お年寄り宅を訪問して、チューナー
　を接続します。
　　よろしくお願いします。

※ここで、中里集落の皆さんに「２つの」お願いです！

中里まりろう会会長

中里集落の皆さんへお願い！

　

新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
、
町
営

農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
農
業
全
般
の
基
礎

技
術
の
修
得
を
支
援
す
る
「
喜
界
町
農

業
後
継
者
育
成
事
業
」
の
研
修
生
に
、

川
村
英
幸
さ
ん
が
認
定
さ
れ
、
そ
の
認

定
式
が
５
月
９
日
、
町
長
室
で
あ
っ
た
。

研
修
期
間
は
11
月
８
日
ま
で
の
半
年

間
。

　

認
定
証
を
手
渡
し
た
加
藤
啓
雄
町
長

は
「
喜
界
町
は
農
業
立
島
。
新
た
に
農

業
を
志
さ
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
た
。

　

認
定
証
を
受
け
取
っ
た
川
村
さ
ん

は
「
定
年
後
に
就
農
す
る
人
は
多
い
が
、

就
農
す
る
な
ら
少
し
で
も
早
い
ほ
う
が

い
い
と
思
っ
た
。
半
年
間
の
研
修
で
園

芸
全
般
を
学
び
、
研
修
後
は
マ
ン
ゴ
ー

を
栽
培
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

川
村
さ
ん
は
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

で
県
農
業
普
及
員
か
ら
技
術
講
習
を
受

け
な
が
ら
、
農
家
で
の
実
地
研
修
も
同

時
に
行
う
と
い
う
。
研
修
後
は
同
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
借
り
受
け
、
野
菜
な
ど

を
栽
培
・
出
荷
し
な
が
ら
技
術
を
高
め
、

自
前
の
施
設
や
農
機
具
を
揃
え
本
格
的

な
就
農
に
備
え
る
と
い
う
。

「
な
る
べ
く
早
く
就
農
を
」

新
た
に
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
生町長から認定証を受け取る川村さん

　個人の方が、国又は被災自治体への寄附金並びに東日本大震災に関連し日
本赤十字社などへの義援金などを支出した場合（報道機関等を通じて支払っ
た場合を含む。）、一定の要件の下、所得税・住民税が減額される場合があり
ます。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただくか、最寄りの税務署へご相
談ください。
　　　　　　　　　　　大島税務署（電話５２−４３２１）
　　　　　　　　　　　※自動音声案内に従い「２番」を選択してください。
　　　　　　　　　　　（ホームページ http://www.nta.go.jp/）

東日本大震災関連の義援金を支出した方へ

【有料広告】
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今年度から人間ドック・脳ドックの制限年齢並びに受検機関が変わりま
した。助成等の内容は下記の通り！

　１.  助成対象者 ( 次の条件をすべて満たしている方 )
　　　喜界町国民健康保険に加入している 4 月 1 日現在で 30 〜 74 歳まで
　　　（６５歳以上の後期高齢者医療該当者は除く） 
　　　　①国保税を完納している 
　　　　②受検年度に特定健診を受診していないこと
　　　　③前年度助成を受けていない 
　　　　④脳疾患で治療中ではない 
　　　　⑤ペースメーカーを装着していない 
　　　　⑥閉所恐怖症など狭いところが苦手でない
　　　　※現在の病状、過去病歴、手術内容などで医療機関の判断から助成できな 
　　　　　い場合もありますのでご了承ください 。

　２.  助成額 （町）
　　　人間ドック
　　　　検査料から 7 割を控除した額
　　　　受検医療機関（鹿児島県立大島病院・厚生連病院）
　　　脳ドック
　　　　10,000 円（1 人 )
 　　　　( 検査機関は問いませんので、検査前に申請されてください )

　３.  定員 
　　　　２０人（先着順） 

　４.  申請方法 
　　　　申請は保健福祉課窓口に印鑑・保険証を
　　　持参ください 

喜界町国民健康保険加入者の皆様へ
（人間ドック・脳ドック検査費用助成のお知らせ）

お問い合わせ 
　役場保健福祉課国保係　65 − 1111（内線 36）
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その2

シ
マ
の
話
題

　

喜
界
徳
洲
会
病
院
（
藤
田
安
彦
院
長
）

は
５
月
22
日
、３
回
目
と
な
る「
病
院
ま

つ
り
」
を
敷
地
内
駐
車
場
で
開
催
し
た
。

　

開
始
と
同
時
に
そ
れ
ま
で
の
雨
が
上

が
り
、
集
ま
っ
た
多
数
の
町
民
は
、
露

店
の
”
イ
ン
ド
人
も
ビ
ッ
ク
リ
“
の
丁

寧
に
仕
込
ん
だ
カ
レ
ー
や
一
番
人
気
の

焼
ソ
ー
キ
（
焼
き
豚
）、
子
ど
も
た
ち

が
大
好
き
な
カ
キ
氷
な
ど
を
求
め
て
、

列
を
作
っ
て
い
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
喜
界
島
う
る

ま
エ
イ
サ
ー
を
は
じ
め
、
島
唄
や
日
本

皆
さ
ん
に
恩
返
し
す
る
た
め
、
赤
字
覚

悟
で
開
催
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
」
と
話
し
た
。

　

今
回
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
箱

を
設
置
し
、
収
益
の
一
部
も
被
災
地
に

送
ら
れ
た
。

舞
踊
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
目
白
押
し

で
、
最
後
の
全
員
参
加
の
六
調
ま
で
、

多
彩
な
出
し
物
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

他
に
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
に
駆
け
付
け
た
徳

洲
会
医
療
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
血
圧
測
定
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
っ
た
。

　

同
病
院
事
務
局
長
代
理
の
峰
元
達
也

さ
ん
は
「
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

開始前に雨もあがり多くの人でにぎわった

「
地
域
の
皆
さ
ん
へ
恩
返
し
」

　
第
３
回
徳
洲
会
病
院
ま
つ
り

※概要
１．活動場所：喜界高校美術室、総合実践室（４棟４階）
２．講義内容：絵画初心者に合わせ、絵画の基本であるデッサンの基本的な知識・
技能についての講座です。経験者で再度基本を確認したい方にも対応します。
３．初回の画材（鉛筆・練り消しゴム・画用紙）は、こちらで準備します。

（但し、代金は後日請求）。
お問い合わせ：喜界高校 ６５−００２４（担当・平石）

県民大学『絵画基礎（デッサン）講座』日程および講座内容

　第１回　７月16日（土）12：30〜16：30　講座内容「デッサン基礎：立方体・円柱」

　第２回　７月23日（土）12：30〜16：30　講座内容「デッサン基礎：球・紙コップ」

　第３回　７月30日（土）12：30〜16：30　講座内容「デッサン基礎：玉ねぎ・手」

　第４回　８月   6日（土）12：30〜16：30　講座内容「デッサン基礎：自画像」

　喜界高校からのお知らせです。
　県民大学『絵画基礎（デッサン）講座』の受講生を募集します（定員 15 人）。初心者からベテランの方まで広
く受け付けます。受講希望者は、喜界高校窓口までお越しください。

生涯学習県民大学（『絵画基礎（デッサン）講座』）受講者募集について

被災地で活躍する医療チームのパネル

約45センチの超大物

　背びれに毒のトゲを持つオニダルマオコゼ（方言名：アハ）が、
５月下旬に役場に持ち込まれた。持ち込んだのは子どもたちで、ス
ギラビーチの水ぎわで遊んでいる時、ごく浅いところで見つけたと
いう。体長約４５センチの超大物であった。オコゼ類は毒を持つ反
面、食用として大変美味であり、内地では高級魚として扱われる。
　オコゼ類の毒は強力な神経毒。特にオニダルマオコゼは毒性が強
く、死亡例もある。オコゼ類は海底で岩に擬態しており、誤って踏
んで被害に遭うことが多い。そのトゲはビーチサンダルも貫通する
という。刺された際は50度前後のなるべく熱い湯に患部を浸し、
早急な医師の手当てが必要である。

これからの季節は『オコゼ』に注意!!

毒を持つ鋭いトゲ
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

４
月
下
旬
か
ら
社
会
教
育
関
係
団

体
の
総
会
が
軒
並
み
開
催
さ
れ
、
新

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予

算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

新
役
員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹

介
い
た
し
ま
す
。

【
町
体
育
協
会
】

・
会　

長　
　
　

加
藤　

啓
雄

・
副
会
長　
　
　

晴
永　

清
道

・　

〃　
　
　
　

中
島　

智
一

・
理
事
長　
　
　

積
山　

忠
久

・
副
理
事
長　
　

嶺
田　

一
成

・　

〃　
　
　
　

三
山
八
十
三

【
町
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
】

・
会　

長　
　
　

宜
名
真
孝
子

・
副
会
長　
　
　

鎌
田　

純
子

・　

〃　
　
　
　

体
岡　

光
子

【
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
】

・
会　

長　
　
　

増
田　

好
明

・
副
会
長　
　
　

東　
　

正
人

・　

〃　
　
　
　

萩
原　

智
三

【
町
文
化
協
会
】

・
会　

長　
　
　

外
内　

千
里

・
副
会
長　
　
　

光
岡　
　

力

※
任
期
22
〜
23
年
度

　

以
上
、
新
役
員
を
中
心
に
各
団
体

の
さ
ら
な
る
組
織
の
強
化
と
活
動
の
充

実
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
は
熱
帯
域
に
広
く

分
布
す
る
ヤ
ド
カ
リ
の
仲
間
で
、
和

名
の
と
お
り
海
岸
付
近
の
陸
上
部
で

生
活
し
て
い
る
生
き
物
で
す
。

　

暖
か
く
な
る
５
月
頃
か
ら
ア
ダ
ン

等
の
海
浜
植
物
の
群
落
付
近
で
見
か

け
ら
れ
、
繁
殖
期
（
５
か
ら
８
月
）

に
は
大
潮
前
後
の
夕
方
頃
か
ら
、
雌

は
海
岸
の
波
打
ち
際
で
海
水
に
つ
か

り
、
卵
か
ら
孵
化
（
ふ
か
）
し
た
ば

か
り
の
ゾ
エ
ア
幼
生
を
海
中
に
放
つ

放
幼
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
45
年
に
小
笠
原
諸
島
に
分
布

す
る
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
の
個
体
数
の
減

少
を
受
け
、
沖
縄
が
日
本
に
返
還
さ

　

和
田
隆
昌
（
わ
だ
た
か
ま
さ
）

　

地
震
防
災
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　

御
専
門

　

■
演　

題

　
〈 

調
整
中 

〉

　

14
時
30
分
〜　

全
体
会

　
　
　
　
　
　
　
（
各
分
科
会
報
告
）

　

15
時
00
分
〜　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

15
時
30
分
〜　

閉
会
行
事

○
作
品
展
示

　

■
児
童
生
徒
の
作
品
の
部

　

■
写
真
と
広
報
で
見
る
本
町
の
教
育

　
　
（
今
年
の
学
校
教
育
・
社
会
教
育

　
　

を
写
真
や
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
）

　

一
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
第
15

回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
分
科
会

で
決
定
し
ま
し
た
実
践
事
項
に
つ
き
ま

し
て
も
着
実
な
実
践
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
チ

ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　

５
月
22
日
（
日
）
に
平
成
23
年
度
「
喜

界
町
家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
『
や
る

気
塾
』」
の
前
期
（
５
〜
10
月
）
の
開

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
学
４
年
生
12
名
、
５
年
生

５
名
、
６
年
生
４
名
、
中
学
生
２
名
の

計
23
名
が
参
加
申
込
を
し
て
い
ま
す
。

れ
た
と
き
に
南
西
諸
島
の
オ
カ
ヤ
ド
カ

リ
も
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
昔
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
販
売
や

釣
り
餌
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
採
取
す

る
こ
と
は
違
法
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

調
査
研
究
等
の
た
め
の
捕
獲
で
あ
っ
て

も
現
状
変
更
届
等
（
県
文
化
財
課
経
由

文
化
庁
へ
）
を
提
出
し
許
可
を
得
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

第
16
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

　

平
成
23
年
度
第
１
回
生
涯
学
習
推

進
会
議
が
５
月
６
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
第
16
回
喜
界

町
生
涯
学
習
推
進
大
会
の
概
要
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
期　

日

　

平
成
23
年
11
月
27
日
（
日
）

　

９
時
15
分
〜
15
時
50
分

○
主
会
場

　

喜
界
町
体
育
館

○
日　

程

　

09
時
15
分
〜　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

09
時
50
分
〜　

開
会
行
事

　

10
時
30
分
〜　

分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
〈
６
会
場
に
移
動
〉

　

12
時
00
分
〜　

昼
食
・
休
息

　

13
時
00
分
〜　

講
演
会

　

■
講　

師

　

開
校
式
で
は
、
ま
ず
、
参
加
し
た

子
ど
も
一
人
一
人
が
自
分
の
夢
に
つ

い
て
語
り
、夢
の
実
現
の
た
め
に
『
や

る
気
塾
』
で
や
り
た
い
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
生
、
中

学
生
が
と
も
に
解
決
で
き
る
算
数
・

数
学
の
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
小

学
生
は
，
図
を
使
っ
て
、
中
学
生
は

方
程
式
を
使
っ
て
と
も
に
同
じ
問
題

を
解
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
考

え
方
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
解
き
方

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
算
数
・
数
学

を
学
習
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
や
る
気
塾
』
は
、
い
つ
で
も
、
参

加
で
き
ま
す
。
参
加
し
た
い
方
は
、

学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
特
に
今
年
は
、
学
力

向
上
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

連
絡
先　

喜
界
町
教
育
委
員
会

　
　
（
電　

話
）
65—

１
１
１
１

　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
65—

４
７
６
０

放幼のため海へと向かうオカヤドカリの群れ

『やる気塾』の学習風景

社
会
教
育
関
係
団
体
の

　
　
　
新
役
員
決
ま
る
！

オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
（
ア
マ

マ
ー
）
の
採
取
は
違
法
！

自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
『
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
て

平
成
23
年
度
「
喜
界
町
家
庭
学

習
サ
ポ
ー
ト
教
室『
や
る
気
塾
』

前
期
開
校
式
」
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す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス

　

禁
煙
週
間
っ
て

　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
喫
煙
し
な
い
こ

と
が
一
般
的
な
社
会
習
慣
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
世
界
禁
煙
デ
ー
（
５
月

31
日
）
に
始
ま
る
１
週
間
（
５
月
31
日

〜
６
月
６
日
）
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
鹿
児
島

県
の
禁
煙
週
間
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
と

子
ど
も
を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
ろ
う
」

で
す
。
タ
バ
コ
は
吸
っ
て
い
る
自
分
だ

け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
の
健
康
に
も

悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
禁
煙
週
間
を

き
っ
か
け
に
、
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
や
、
受
動

喫
煙
に
つ
い
て

な
ど
、
タ
バ
コ

に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

厚
生
連
健
診
の

　
　
　

申
し
込
み
に
つ
い
て

　

厚
生
連
健
診
の
申
込
書
を
配
布
し
ま

し
た
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
項
目
に
○

な
っ
て
い
ま
す
。
喜
界
町
の
子
ど
も
達

は
、
全
国
平
均
の
２
倍
以
上
む
し
歯
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

健
診
時
の
様
子
な
ど
か
ら
感
じ
る
の

は
、
子
ど
も
達
が
小
さ
い
う
ち
か
ら

印
を
つ
け
て
、
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、
厚

生
連
健
診
の
み
の
申
込
書
で
す
が
、
長

寿
健
診
に
関
し
て
は
、
10
月
の
医
師
会

健
診
の
申
し
込
み
も
同
時
に
受
け
つ
け

て
い
ま
す
。
長
寿
健
診
の
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
を
よ
く
お
読
み

に
な
り
、
該
当
す
る
項
目
に
○
印
を
つ

け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受

診
の
希
望
が
な
い
方
も
、
そ
の
旨
を
知

ら
せ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
み
が
こ
う
よ

　
　
未
来
へ
つ
な
げ
る

　
　
　
　
　
じ
ょ
う
ぶ
な
歯

　

６
月
４
日
〜
10
日
は
歯
の
衛
生
週
間

で
す
。
下
の
グ
ラ
フ
は
名
瀬
保
健
所
管

内
市
町
村
の
３
歳
児
む
し
歯
罹
患
率
を

年
次
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
我

ら
が
喜
界
町
で
は
平
成
19
年
度
に
一
度

下
が
っ
た
罹
患
率
が
ま
た
平
成
20
年

度
に
リ
バ
ウ
ン
ド
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。（
ま
る
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
後
の
体
重

の
よ
う
・
・
・
）

　

平
成
20
年
度
の
罹
患
率
を
み
る
と
全

国
の
平
均
が
24
％
、
喜
界
町
は
52
％
と

ジ
ュ
ー
ス
を
よ
く
飲
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
外
出
の
時
は
水
筒
に
お
茶

を
入
れ
て
持
っ
て
い
く
こ
と
を
習
慣
に

す
る
と
、
歯
に
も
家
計
に
も
体
重
に
も

（
！
？
）
や
さ
し
い
で
す
ね
。

３歳児むし歯罹患率の推移

お
口
の
健
康
習
慣

●
食
べ
た
ら
歯
磨
き
を
す
る
。

●
だ
ら
だ
ら
食
べ
を
し
な
い

●
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

●
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
に
行
く

●
フ
ッ
素
の
利
用

　
歯
周
疾
患
検
診
を

　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

７
月
末
の
厚
生
連
健
診
の
会
場
で

は
、
歯
周
疾
患
検
診
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
年
を
と
っ
て
歯
を
失
う
原
因
の
半

数
が
こ
の
歯
周
疾
患
で
す
。

　

歯
肉
が
赤
く
腫
れ
て
い
る
、
歯
肉
か

ら
出
血
す
る
、
口
臭
が
あ
る
、
歯
が
長

く
な
っ
た
と
感
じ
る
な
ど
の
症
状
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
は
40
歳
、
50

歳
、
60
歳
、
70
歳
の
方
々
で
す
。
検
診

は
無
料
で
す
。
検
診
を
受
け
て
、
い
つ

ま
で
も
元
気
な
お
口
を
保
ち
ま
し
ょ

う
！　
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【仕事内容】県政に関するアンケート調査への回答

【募集人員】200人

【任　　期】平成23年９月１日から２年間

【応募資格】県内在住の20歳以上の方（議員、公務員を除く。）

【応募方法】県地域振興局本庁舎・支庁、市町村などに備えてある応募用紙に、住

　　　　　　所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、職業、電話番号、（お持ち 

　　　　　　の場合は）Ｅメールアドレス、各種モニター経験の有無、応募の抱負 

　　　　　 （100字程度）を記入してご応募ください。はがき、ＦＡＸ、県ホーム 

　　　　　　ページでも応募できます。

【募集締切】平成23年６月24日(金)　当日消印有効

▽応募・問い合わせ先　県庁広報課県民の声係
　　　　　　　　　　　電話：099(286)2093　FAX099(286)2119
　　　　　　　　　　　http://www.pref.kagoshima.jp/kohokocho/monitor/

〜皆さんの声をお聴かせください〜
平成23年度

県政アンケートモニター募集

アンケートにお答えいただくモニターを募集しています。
皆さんの声をお聴かせください。

○今回新たにモニターになっていただいた方には、

　「かごしまよかとこ100選」（四季の旅、浪漫の旅、海道の旅、躍動の旅、

　食彩の旅）の中からいずれか１巻をプレゼントいたします。
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〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

霧
流
れ
濡
れ
い
る
グ
ミ
の
葉
ご
も
り

に
赤
き
実
見
え
て
人
の
恋
ほ
し
も　

　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

野
も
山
も
初
夏
の
息
吹
き
を
散
り
ば

め
て
緑
の
風
が
車
窓
に
走
る

林　
　

蓮
香

ホ
ト
ト
ギ
ス
何
を
求
め
て
空
渡
る

吾
の
こ
さ
れ
し
命
生
き
ゆ
く

有
村　

道
子

昭
和
二
十
年
五
月
の
空
に
消
え
果
て

し
我
が
弟
よ
赤
蜻と
ん
ぼ蛉

ゆ
く平

尾　

チ
ヨ

撃
た
れ
散
る
落
下
傘
に
包
ま
れ
特
攻

兵
眠
り
し
我
が
畑
土
地
改
良
に
消
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

春
霞
か
す
む
る
里
の
視
野
狭
く

空
は
に
び
い
ろ
ま
ぶ
た
に
重
く

豊
島　
　

瞳

ア
マ
リ
リ
ス
光
あ
ふ
る
る
純
白
の

や
さ
し
き
心
吾
に
囁
き

島
崎　

久
代

※
先
月
号
の
島
崎
さ
ん
の
歌
に
被
告

と
あ
る
の
は
被
害
の
誤
り
で
す

早
朝
の
澄
み
渡
る
風
背
に
う
け
て

生
か
さ
れ
生
き
る
今
を
大
儀
に

前
田
喜
代
美

梅
雨
入
り
や
く
ち
な
し
の
花
雨
さ
そ

う
け
さ
も
咲
き
た
り
心
う
る
お
す　

井
澤
紀
美
子

わ
が
友
を
想
い
胸
病
む
東
北
の

地
震
災
害
悲
し
み
ふ
か
む平

島　

初
子

織
り
口
の
美
代
本
場
の
文
字
い
と
し

ど
こ
の
誰ど
な
た方
が
着
る
紬
や
ら

美
代　

イ
シ

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑩

解　

説

　

前
者
は
、「
飲
み
過
ぎ
で
病
気
に
な
っ

て
も
、
食
べ
過
ぎ
で
は
病
気
に
な
ら
な

い
。
三
度
三
度
し
っ
か
り
食
べ
て
、
深

酒
は
す
る
な
」
と
い
う
教
え
。

　

後
者
は
、「
暴
飲
暴
食
の
ゼ
イ
タ
ク

病
で
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ
り
、
質
素

倹
約
を
心
掛
け
よ
」、「
食
う
や
食
わ
ず

の
貧
し
い
暮
ら
し
で
も
命
を
取
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
。
働
け
る
体
が
あ
れ
ば
幸

せ
だ
」
と
い
う
教
え
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　
「
カ
ン
タ
オ
レ
ー
ネ
ン
」、「
ク
イ
コ

ロ
シ
ヤ
ア
イ
」。
そ
れ
ぞ
れ
正
反
対
の

こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
肝

に
銘
じ
る
べ
き
、
け
だ
し
金
言
。

喜
界
歌
壇

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

　
湾
　
・
中
澤
　
ヒ
デ
・
93
才

花
良
治
・
吉
田
　
新
一
・
96
才

川
　
嶺
・
喜
田
　
　
稔
・
94
才

志
戸
桶
・
高
木
　
フ
サ
・
91
才

中
　
里
・
惠
畑
　
茂
則
・
56
才

上
嘉
鉄
・
春
里
　
三
千
夫

・
47
才

島
　
中
・
野
島
　
光
枝
・
76
才

　
湾
　
・
向
井
　
千
代
・
95
才

荒
　
木
・
勇
　
　
　
榮
・
71
才

川
　
嶺
・
光
岡
　
百
合
市

・
75
才

伊
実
久
・
仙
原
　
一
二
・
62
才

手
久
津
久
・
新
　
　
ヱ
イ
・
95
才

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

小
野
津　

橋
本　

照
豊

浦　

原　

保
田　

忠
光

中　

間　

實　
　

廣
志

花
良
治　

吉
田　

順
二

川　

嶺　

喜
田　

セ
キ

島　

中　

野
島　

和
範

荒　

木　

前
田　

一
光

　

湾　
　

向
井　

忠
道

中　

里　

恵
田　

よ
り

上
嘉
鉄　

屋　
　

妙
子

（
敬
称
略
）

東
京
都　

向
井　

忠
芳

戸
籍
の
窓

社
協
だ
よ
り

ふ
る
さ
と
寄
附
者

ヌ
ン
タ
オ
レ
ー　

ア
テ
ィ
ム

　
　
（
飲
み
倒
れ
は
あ
っ
て
も
）

カ
ン
タ
オ
レ
ー
ネ
ン

　
　

 

（
食
い
倒
れ
は
な
い
）

—
 

＊ —
 

＊ —

＊—

ク
イ
コ
ロ
シ
ヤ　

ア
テ
ィ
ム

　
　
（
食
べ
過
ぎ
で
死
ん
で
も
）  

フ
シ
コ
ロ
シ
ヤ
ネ
ン

  　

 

（
飢
え
死
に
は
な
い
）

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
お
幸
せ
に

小
山
　
碧あ

央お

・  

誠  

・
湾

實
　
　
織り

久く

・
浩
希
・
湾

相
良
　
香か

乃の

・
忠
之
・
赤
連

英
　
こ
は
く
・
憲
仁
・
中
里

久
野
　
蒼そ
う

馬ま

・
一
樹
・
湾

齋
藤
　
功
　
一
・
赤
　
連

大
山
　
仁
　
美
・
早
　
町

氏
　
　
名

氏
　
名

保
護
者

住
所

住
所

♥

税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

６
月
末
日
は
、

　

町
県
民
税
１
期
分

　

国
民
健
康
保
険
税
１
期
分

　
　
　

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

喜界町の推計人口
（平成 23 年６月 1 日現在）

世帯数・・・3 , 5 6 6 戸 　（ △　6）

人　口・・・8 , 0 7 8 人 　（ △ 14）

　男　・・・3 , 8 6 1 人 　（ △　6）

　女　・・・4 , 2 1 7 人 　（ △　8）

（　　）は前月比
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島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 
トマト
　南米アンデス高原が原産のナ
ス科ナス属の多年草（日本では
冬枯れするため一年草）。
　江戸初期に日本に入った当時、
臭みや食べ物としては鮮やかす
ぎる赤い色が敬遠され、観賞用
として唐柿（とうし）や赤茄子
などと呼ばれた。
　日本で食用として認知された
のは昭和に入ってから。現在では、独特の食味・食感、多く
含まれるビタミン C やリコピンなどの栄養価の高さから、食
卓の人気者となって久しい。島で栽培されている品種は「桃
太郎」がほとんど。果物ではなく野菜に分類されている。
　花言葉は「感謝」「完成美」。

vol.

36

6月

パッションフルーツ（果物時計草）
　南アメリカ亜熱帯域が原産でトケイソウ科トケイソ
ウ属のツル性多年草。和名の由来は、写真のとおり長
針、短針、秒針のような３つのメシベがあり、花全
体が時計に見えるため。また、観賞用トケイソウと区
別するため「果物」が付いた。英名にあるパッション
（Ｐassion）とは、一般的に訳される「情熱」ではな
く「受難」の意味。メシベを「キリストが磔（はりつ
け）にされた十字架」に見立てたため。写真の品種名
は「ルビースター」。
　果実は生食の他、ジュースやジャムなどの加工用に
も使われる。
　花言葉は「信仰」「聖なる愛」など。

パイナップル

　南アメリカ熱帯域が原産地でパイナッ
プル科アナナス属の多年草。果実だけを
パイナップルと呼び、植物としてはアナナスと呼び
分ける場合もある。名の由来は、果実が「松（パイ
ン）の実（アップル）」、つまり「松ぼっくり」に
似るため（アップルはリンゴを含め果実全般を指す
場合がある）。
　果実は写真にあるとおり複数の花（果実）が集合

して、植物（アナナス）の芯も含めて形成される。未熟果はシュウ酸カルシウム
が針状に結晶しているため、完熟していない生のパイナップルを食べると口の中
がチクチクと痛む。多年草であるため、税法上の減価償却資産としての耐用年数
は３年。
　花言葉は「完全無欠」。
　若松農園（0997-55-3180）にて撮影。鉢植えで栽培される若松農園のパイ
ナップルは糖度17〜20度を誇り、７月初旬には大きく成長し、黄色く熟して出
荷を迎えるという。

鈴なりのトマト
「もうすぐ食べ頃」

▲

　３つあるメシベの下にあ
る板状の５つのオシベを取
り、メシベに受粉させる

▲
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母
校
訪
問早

町
中
学
校

　
　
　
校 

　
歌

　
　
　
　
　
　
　
作
詞
　
長
岡
　
茂
治

　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
政
元
　
　
保

一
、
坂
元
林
　
緑
濃
く

　
　
湧
く
や
泉
の
　
水
清
し

　
　
学
園
こ
こ
に
　
ひ
ら
か
れ
て

　
　
生
気
み
な
ぎ
る
　
校
庭
に

　
　
こ
れ
ぞ
　
早
町
中
学
校

　
　
こ
れ
ぞ
　
早
町
中
学
校

二
、
祖
先
の
美
風
　
た
た
え
つ
つ

　
　
結
び
も
固
き
　
わ
が
里
の

　
　
文
化
の
花
も
　
咲
か
さ
ん
と

　
　
重
き
使
命
に
　
生
を
う
く

　
　
わ
れ
ら
　
早
町
中
学
校

　
　
わ
れ
ら
　
早
町
中
学
校

三
、
知
徳
を
み
が
き
　
腕
を
ね
り

　
　
に
ご
り
に
し
ま
ぬ
　
白
百
合
の

　
　
操
も
高
き
　
松
風
に

　
　
和
し
て
や
唄
う
　
わ
が
理
想

　
　
こ
れ
ぞ
　
早
町
中
学
校

　
　
こ
れ
ぞ
　
早
町
中
学
校

　

早
町
中
学
校
は
昭
和

23
年
４
月
、
学
校
教
育

法
施
行
（
学
制
改
革
に

よ
る
義
務
教
育
の
延

長
）
に
と
も
な
い
早
町

村
立
早
町
中
学
校
と
し

て
開
校
。
同
31
年
９

月
、
町
村
合
併
に
よ
り

喜
界
町
立
早
町
中
学
校

と
な
っ
て
現
在
に
い
た

る
。

　

現
在
で
は
、「
夢
を

も
ち
夢
を
育
て
る
早
町

中
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
喜
界
高
校

と
連
携
し
た
中
高
一
貫

教
育
の
利
点
を
生
か
し

 

な
が
ら
、
進
路
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
お

り
、
町
内
の
各
福
祉
施
設
で
の
体
験
学
習

や
多
様
な
職
場
で
の
社
会
科
見
学
な
ど
を

行
い
、
社
会
人
を
迎
え
て
の
講
話
も
予
定

し
て
い
る
と
い
う
。

　

生
徒
数
減
に
よ
り
部
活
数
が
減
り
、
練

習
や
チ
ー
ム
編
成
に
も
不
利
が
あ
る
中
、

生
徒
ら
は
少
数
精
鋭
で
各
大
会
に
お
い
て

活
躍
し
て
い
る
。
特
に
、
伝
統
あ
る
町
内

唯
一
の
相
撲
部
は
、
県
下
で
も
相
撲
王
国

と
し
て
知
ら
れ
る
奄
美
地
区
の
郡
体
で
活

躍
し
、
名
門
高
校
・
大
学
の
相
撲
部
や
大

相
撲
に
も
多
数
の
力
士
を
輩
出
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
旧
早
町
村
の
13
集
落
・
４
小
学

校
か
ら
な
り
広
大
な
校
区
域
を
抱
え
る

が
、
各
小
学
校
区
の
集
落
民
は
母
校
愛
に

燃
え
、
学
校
と
一
体
と
な
っ
て
学
校

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
。
体
育
祭

は
、
さ
な
が
ら
集
落
対
抗
の
様
相
を

呈
す
る
。
さ
ら
に
は
、
島
内
外
の
同

窓
会
活
動
『
坂
元
林
』
も
盛
ん
で
あ
る
。

　

な
お
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
卒
業
生
な
ど
で

つ
く
る
「
閉
校
委
員
会
」
と
連
携
し
、

今
年
度
の
文
化
祭
は
最
後
に
ふ
さ
わ

し
い
趣
向
を
こ
ら
し
、
校
区
内
駅
伝

は
生
徒
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
も

参
加
す
る
予
定
と
い
う
。

校舎は鉄筋コンクリートに（昭和33年）

木造トタン葺き・茅葺きの校舎（昭和20年代）

授業風景（１年生）

校長：市來  公洋（第20代）、教職員13人、生徒数67人

生徒らの地域貢献も大きい
（野球部による小野津海水浴場清掃）

お
も
い
で
は
永
遠
に
③

〈
校
訓
〉

 

努　

力

 

郷
土
愛

 

奉　

仕

　
（
平
成
７
年
２
月
制
定
）

年度 生徒数 学級数
昭和47 322 10
　　50 239 7
　　55 159 6
　　60 151 7
平成元 149 7
　　５ 137 7
　　10 104 3
　　15 61 3
　　20 57 3

生徒数等の推移

学
校
概
要


